
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

財政的・現人員では通常業務までで抜本改革実施困難。ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを含めた水道基本計画策
定により、広域化等について県担当・他自治体との打診では実施困難。簡水統合等直近の課題
優先。

公営企業法完結型ではなく、憲法25条をあくまでも幹として、総合的に国民・
住民の生活の向上目指した改革を行う。
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団体名 事業名 公営企業の名称

黒潮町 水道事業 黒潮町水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


